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国連は，3月 8 日国際女性デーに当たり，毎年テーマを定めています。2022 年のテーマは，

「持続可能な明日に向けて，ジェンダー平等をいま」です。このテーマは，すべての人にとって，

より持続可能な未来を築くため，気候変動への適応・緩和・対応策を主導している世界中の女性

と女児の貢献を認識し評価するためのものです。 

「国際女性デー」は，国連が 1975年に定めた「女性への差別撤廃や女性の地位向上」を訴え

る日で，毎年 3月 8日がこの日にあたります。 

この日は世界各国で「女性の生き方を考える日，女性に感謝する日」とされています。 

「国際女性デー」が 3 月 8 日になった理由は諸説あると言われていますが，一説によると 1908 年 3

月 8 日，アメリカ ニューヨークで女性たちが婦人参政権を求めてデモを起こしたのを受けて，ドイツの女

性解放運動家 クララ・ツェトキンが 1910 年のこの日，国際社会主義会議において「女性の政治的自由

と平等のために戦う日」とするよう提唱したことから始まったとされています。 

それから，２度の世界大戦を経て，女性にも徐々に権利が認められるようになり，1975 年の「国際女性

年」，国連が初めて 3 月 8 日を「国際女性デー」として祝いました。その後，1977 年の国連総会で正式

に「女性の権利と国際平和を祝う日＝国際女性デー」と決議し，現在の国際女性デーが形作られました。 

「国際女性デー」のシンボルとされているのが「ミモザの花」です。「国際女性デー」はイタリ

アでは「FESTA DELLA DONNA（フェスタ・デラ・ドンナ＝女性の日）」とされ，男性が恋人

だけではなく，女性に日頃の感謝の気持ちを込めて，ミモザの花束を贈る習慣があります。そのほ

か国によっては様々なイベントを開催したり，祝日に定めている国もあります。 

 

 

国際女性デーが祝日の国 アフガニスタン・カンボジア・ロシアなど 20か国以上 

アメリカでは、3月いっぱいを歴史における女性の貢献を振り返る「女性史月間」と定めて、 

アメリカ議会図書館や国立公文書館でその年のテーマに沿った展示を行う等のイベントを開催 

祝日ではないが，幅広く認知されている国 

その他の国 

ベトナム（「国際女性デー」と「ベトナム女性の日（10 月 20日）」2 つの女性に関する日がある） 

ブルガリア・ルーマニア（母の日と同等の記念日として認識されている） 

国際女性デーの成り立ち 

フレンテみえ発行 冊子「あなたは知っていますか？世界の女性のこと，日本の女性のこと」より一部引用・抜粋 

UN WOMEN（国連女性機関）日本事務所ホームページより一部抜粋 
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2 月 12日（土），「政治分野における女性の参画セミ

ナー」を，オンラインで開催しました。 

 講師に，上智大学法学部教授で，（一財）パリテ・

アカデミーの代表でもある三浦まり先生を迎え，世

界各国における女性の政治参画状況や日本との比

較，また，あらゆる分野において女性の参画を推し進

めることの大切さについて，お話しいただきました。  

 日本では，女子差別撤廃条約自体は批准していますが，「選択議定書」については，未だ「検討

を続ける」という状態に止まっています。国会においては，「選択議定書」の批准に対する請願が

採択されており，令和2 年 12 月に閣議決定された「第 5次男女共同参画基本計画」には，「選択

議定書については，諸課題の整理を含め，早期締結について真剣な検討を進める。」と明記されま

したが，条約の実効性を高めるために，まずは，議定書の批准に向けて世論を高めていくことが課

題であると考えられています。 

 女子差別撤廃条約（正式名：女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約）は，1979

年の国連総会で採択され，1981 年に発効しました。この条約は，「女子に対する差別」が，権利

の平等の原則・人間の尊厳の尊重の原則に反するもので，社会や家族の繁栄の増進を阻害し，女子

の潜在能力の開発を一層困難にするものであるという認識の下に，女子に対するあらゆる形態の差

別を撤廃するために必要な措置をとることを目的としています。 

 選択議定書とは本来，条約に盛り込まれていない事項を条約の一部として定める法的国際文書で

あり，条約から独立したものであると同時に，条約から切り離しては存在できません。また，効力

を持つには条約締結国によって批准されることが必要です。 

 女子差別撤廃条約の選択議定書は，個人等の通報制度（個人または集団が，条約違反に対して女

子差別撤廃委員会に申し立てできること）を定めたもので，1999 年第 54 回国連総会で採択さ

れ，2000 年に発効しました。 

 申し立てには裁判で解決に至らなかった等国内での手段を尽くしていることが要件となってい

ますが，人権への重大で組織的な侵害があった場合には女子差別撤廃委員会がその国への訪問を含

む独自の調査に乗り出せることが盛り込まれています。国内の現状に合わせた判断だけでなく，条

約に基づいて女性に対する差別や暴力についての判断を受けることができます。本条約の締約国

189 か国のうち 114か国がこの選択議定書を批准しています。 

公益財団法人 日本女性学習財団ホームページより一部引用 

事業報告 

※日本の法律用語の用法に従い，「女子」差別撤廃条約と表記しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  内閣府男女共同参画局では，令和 3年 9月 30日に公表した「令和 3年度性別による無意識の思

い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査結果」を基に，チェックシート・事例集を作成し，

令和 3年 12月 16 日に公表しました。 

  

 

https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/seibetsu_r03.html 

チェックシート・事例集はこちらで閲覧・ダウンロードできます 

 

 

 

 



　　

右折禁止

中央道路

近鉄鈴鹿市駅

神戸公民館

消防署

鈴鹿市男女共同参画センター

ジェフリーすずか

市役所

図書館

文化会館

簡易
裁判所

ハロー

ワーク
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〒
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郵便局

〒

至 四日市市

鈴鹿市男女共同参画センター 
（愛称：ジェフリーすずか） 

〒513-0801 

三重県鈴鹿市神戸二丁目15 番 18号 

（かんべ再開発ﾋﾞﾙ 3 階） 

TEL059-381-3113 FAX059-381-3119 

E-mail  danjokyodosankaku@city.suzuka.lg.jp   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ジェフリーすずか  検索 

        

 3月  March  2022 

 日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 5 

 6 7 8 9 10 11 12 

 13 14 15 16 17 18 19 

 20 21 22 23 24 25 26 

 27 28 29 30 31   

        

        

        

 

・女性の相談員が対応します。 

・相談は無料です。 

・相談内容などの秘密は厳守します。 

・必要に応じ，面接相談，市役所担当課等をご案内します。 

・話し中の場合は，時間をおいておかけ直しください。 

 

059-381－3118（直通） 
相談日：毎週火・木・金曜日 

（第 4 金曜日・休館日を除く） 

時 間 10：00～12：00（午前） 

13：00～16：00（午後）  

〇：相談日 

【配布場所】 ①健康福祉政策課 ②市民対話課 ③子ども家庭支援課 

④公益財団法人 鈴鹿国際交流協会 

 

⑤社会福祉法人 鈴鹿市社会福祉協議会  

⑥鈴鹿市男女共同参画センター ジェフリーすずか 
 在庫あります！ 

日本の何が問題なのか？ 

母娘問題、セクハラ、結婚・恋愛・子育て、団塊世代と大学闘争、性暴力

などについて徹底的に語り合った 7時間! 

【上野先生，フェミニズムについてゼロから教えてください！】（大和書房） 

著：上野 千鶴子・田房 永子 

新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い，様々な理由で困窮している女性に対して

生理用品を無料で配布しています。 

 


